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1.はじめに 

 筆者らは分散型電源や蓄電設備を備え，電力

が直流送電されている家庭を想定し,その家庭

内に自己組織化ノード(node)を利用すること

で電力需給を行うと同時に各家庭間で電力の

受け渡しをすることが自律的に可能な新しい

スマートグリッドのモデルを構築した[1].本

研究では分散型電源にはソーラーパネル,蓄電

設備には蓄電池を用いて,より具体的で現実的

な動作条件で実験することによってそのモデ

ルの実証を行った． 

 

2.node 回路の動作原理[2] 

 本研究では複数の独立した node により光ネ

ットワークを構成した．Fig.1 に node のブロッ

ク図を示す．node の働きとして,その家庭にお

ける余剰または不足電力信号を判別しその情

報のやりとりを他の家庭の node と行う.Fig.1

において port#1,2 に入力された信号は，より

強い信号を受ける port に対して，より強い信

号が出力される．この node の働きにより，信

号伝達経路を自律的に形成，修復可能なネット

ワークが構築される． 

 
 

Fig.1. Schematic diagram of node. 

 

3.Power Gate Unit(PGU)回路の動作原理 

 筆者らは PGU という装置を用いて電力を送

電することを提案した[1],[2]．Fig.2 にソーラー

パネル,蓄電池を付属した本研究で用いた

PGU のブロック図を示す．この PGU 回路は他

の家庭の PGU から送られてきた電力を足し合

わせ，その電力を家庭の負荷に利用する. また

その電力が余った場合には，電力余剰信号を

node を通して発信し他の PGU へ電力を送ると

いう動作をする．  

 
 

Fig.2. Schematic diagram of Power Gate Unit. 

 

4.実験結果 

 本研究において,より具体的で現実的な動作

条件で,複数の nodeの働きによる信号伝達経路

の自律的な形成,経路の修復,PGU の働きによ

り光による電力ネットワークが構築されたこ

とを確認した．詳細は本講演会にて述べる.  

 

5.まとめ 

本研究より，より具体的で現実的な動作条件

で node 間,PGU 間の自律的な信号,電力の伝達

経路の形成ができることを確認し,実用的なス

マートグリッドのモデルを新たに実証できた． 
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